を 下りて しま つ た。 

僕が 高慢な 老人 をへ こました のか、 老人から 自分の 

高慢 をへ こまされた のか わから なくなつ たが、 とも か 

く、 少し はへ こまして やった つもりで 宅に 帰り、 この 

事 を 父に 語った。 すると 父から 非常にし かられて、 

早速 今夜 あやまりに 行けと 命ぜられ 長者 を，. 辱 めた と 

いうので 懇々 説諭され た。 

その 晚、 僕 は大沢 先生の 宅 を 初めて 訪ねた が、 別に 

あやまる ほどの 事 もな く、 老 先生 はいかに も 親切に い 

ろい ろな 話 をして 聞かして、 僕 は 何だか 急に この 老人 

が 好きに なり、 自分のお 祖父さん のよう な 気がする よ 
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